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第６９０号

（1）

な
方
も
入
院
せ
ず
に
在
宅
で
の

療
養
生
活
を
継
続
で
き
ま
す
。

（
入
院
治
療
が
不
要
な
状
態
の

場
合
）

　
医
療
的
な
管
理
が
必
要
で
要

介
護
状
態
に
あ
る
高
齢
の
単
身

世
帯
・
夫
婦
の
み
世
帯
・
核
家

族
世
帯
な
ど
で
介
護
者
の
手
が

不
足
し
て
い
る
場
合
や
、
在
宅

で
の
看
取
り
を
希
望
さ
れ
て
も

状
態
変
化
時
の
対
応
や
介
護
に

不
安
が
大
き
い
場
合
な
ど
、

「
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
た
ま
ち
」

が
主
治
医
と
連
携
し
な

が
ら
、
24
時
間
３
６
５

日
支
援
い
た
し
ま
す
。

　
利
用
方
法
は
、
ご
相
談
を

　
利
用
に
あ
た
っ
て
は

登
録
制
が
基
本
で
あ

り
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
は

「
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
た

ま
ち
」
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
作
成
し
ま
す
。
現
在

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
が
「
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー

ム
た
ま
ち
」
を
利
用
す
る
場
合

は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
交

代
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問

サ
ー
ビ
ス
、
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
「
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー

ム
た
ま
ち
」
か
ら
提
供
さ
れ
ま

す
の
で
、
他
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と

併
用
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
通
所

サ
ー
ビ
ス
は
、
基
本

送
迎
時
間
外
で
も
７

時
か
ら
20
時
ま
で
利

用
可
能
で
あ
り
、
希

望
に
よ
り
朝
・
夕
の

食
事
も
提
供
い
た
し

ま
す
。
訪
問
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
緊

急
の
場
合
な
ど
24
時

間
対
応
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
、「
ナ
ー
シ
ン
グ

ホ
ー
ム
た
ま
ち
」（
看
護
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
通

称
・
看か
ん

多た

き機
）
が
「
健
生
介
護

セ
ン
タ
ー
虹
」
内
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

通
所
・
訪
問
・
宿
泊
の

�

一
体
的
サ
ー
ビ
ス

　
「
看
多
機
」
と
は
医
療
ニ
ー

ズ
の
高
い
高
齢
者
の
在
宅
生
活

を
支
え
る
た
め
に
、
一
つ
の
事

業
所
で
通
所
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問

サ
ー
ビ
ス
、
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
を

一
体
的
に
受
け
ら
れ
る
３
６
５

日
営
業
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
弘
前
市
の
地
域
密
着
型
介
護

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
開
設
許
可
を

受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利
用

で
き
る
の
は
弘
前
市
民
で
あ

り
、
要
介
護
認
定
１
～
５
の
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
ご
自
宅
で
は
も
ち
ろ
ん
、
事

業
所
内
で
も
訪
問
診
療
や
訪
問

看
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
医
療
的
な
管
理
が
必
要

☆組織の概況（１月31日現在）　組合員総数　6万3313人（１月の新加入者108人）　出資金総額　16億4585万5700円（1人平均　2万5996円）

主な記事 １面 ナーシングホームたまち ６面 組合員バス時刻表 ８面 なでしこの会　紹介

　
こ
の
一
年
間
、
全
日
本
病

院
協
会
の
研
修
に
お
い
て
病

院
の
事
務
長
の
方
々
と
交
流

す
る
機
会
が
あ
り
、
医
療
情

勢
、
医
療
機
関
の
方
向
性
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と

に
、
多
く
の
病
院
が
社
会
保

障
費
抑
制
に
よ
る
経
営
の
厳

し
さ
か
ら
極
度
に
ビ
ジ
ネ
ス

効
率
に
偏
重
し
た
運
営
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
患
者
や
地
域

住
民
に
し
わ
寄
せ
が
い
っ
て

い
る
現
実
が
見
え
ま
し
た
。

▼
生
活
背
景
の
困
難
な
人
や

お
金
の
な
い
人
は
断
ら
ざ
る

を
得
ず
、
い
か
に
金
持
ち
に

来
て
も
ら
う
か
、
い
か
に
差

額
ベ
ッ
ド
料
で
稼
ぐ
か
が
重

視
さ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で

す
。
多
く
の
病
院
が
同
様
に

追
い
込
ま
れ
て
い
る
状
況

で
、
救
急
車
の
た
ら
い
回
し

や
健
康
格
差
が
広
が
り
、
地

域
住
民
の
行
き
場
が
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
に
危
機
感

を
持
ち
ま
し
た
。
▼
民
医
連

が
掲
げ
る
「
無
差
別
・
平

等
」
の
医
療
・
介
護
の
実
践

が
い
か
に
重
要
で
貴
重
な
も

の
で
あ
る
か
を
改
め
て
認
識

し
、
病
院
経
営
の
厳
し
さ
が

地
域
住
民
の
健
康
と
幸
福
に

大
き
く
影
響
す
る
事
態
を
目

の
当
た
り
に
し
、
理
念
と
経

営
を
守
り
通
す
決
意
を
強
め

た
経
験
で
し
た
。

�

（
理
事
・
泉
谷
雅
人
）

コ ムラ

「
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
た
ま
ち
」
開
業
！

２
面
に
続
く

看護小規模多機能型居宅介護
「ナーシングホームたまち」

健生介護センター虹内に
４月開業します

健生介護センター虹　事業所
○「健生訪問看護ステーションたまち」
○「ナーシングホームたまち」（看多機）
○「ショートステイ」
「健生訪問看護ステーションたまち」も
同時に健生介護センター虹に移転します。

要介護状態になっても、
住み慣れた地域での生活が
安心して続けられるように、
看護・介護が協働して支援します。

医療処置が必要な方であっても、
医療・介護の専門家が、
安全・安心な質の高い
サービスを提供します。

ご本人・ご家族の
意思を尊重しながら、
切れ目なく
最期まで支えます。

名称について　「看多機」は「訪問看護ステーションたまち」
の併設事業所になることから、「たまち」の名称を継承し、
「ナーシングホームたまち」としました。



健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
住宅介護支援事業所
0172-84-2787

健生訪問看護ステーション
た ま ち
0172-36-8833

訪問看護ステーション
たまち・ふじしろ支所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

健生ヘルパーセンター
か け は し
0172-39-7339

宿泊型自立訓練事業所
ガーベラタウン
0172-32-8004

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203

院 所案内は
５−４面です

（0172）32－1171
（0173）35－2542
（0172）35－7611
（0172）62－8811
（0172）31－2731

健生介護
　　　センター

訪問看護
ステーション

地域活動
支援センター

健生訪問看護
ステーション

健生訪問看護
ステーション

精神障害者
福祉ホームＢ型

健生訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
ステーション

弘　　　前
第 一 地 域

訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
センター

通所リハビリすこやか
居宅介護支援事業

健　生　病　院
健生五所川原診療所

虹　
なみおか
ぴ あす

藤代健生病院
健生黒石診療所

たまち
ちとせ
ガーベラタウン

　健生クリニック
健生平賀診療所

たまち石川支所
あじさい
包括支援センター

津　軽　医　院

ふじしろ
かけはし

健生弘前ホームあじさい

（0172）36－5181
（0172）53－3015
（0172）36－8833
（0172）53－6587
（0172）32－8004

（0172）33－2021
（0172）44－1301
（0172）92－2220
（017２）3１－１０５０
（0172）3１－１２０３

（0172）62－3101
（0172）38－3295
（0172）36－5581
（0172）39－7339
（0172）31－1855 生

協
本
部

（0
17
2）3
3－
75
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組
合
員
セ
ン
タ
ー

（0
17
2）3
5－
89
33

モ
バ
イ
ル
版

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健 生 病 院
クリニックホームページ
http://www.kensei-hp.jp
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2019年９月21日に、青森県難病
団体連絡協議会主催の難病フォーラム
が、弘前市で開催され、神経難病につ
いてお話しする機会をいただきまし
た。講演の中で取り上げた話題を一つ
紹介します。　
難病に対する国レベルでの取り組
みは、整腸剤キノホルムによる薬害ス
モンが全国的に多発したことをきっか
けに始まり、1972年に基本となる難
病対策要綱が策定されました。難病の
定義は、現在も1972年当時と変わ
らず、①発病の機構が明らかではな
い、②治療法が確立していない、③希
少な病気である、④長期の療養を必要
とする病気とされています。2019年
７月１日時点で333疾患が対象に
なっていて、その中では、脳神経疾患
が大きな比重を占めます。
しかし、この間の医学の進歩は目
覚ましく、遺伝性の脊髄小脳変性症の
ように発病の仕組みがかなり解明され
た病気、あるいはパーキンソン病のよ
うに、発病の真の原因はまだ不明だ
が、症状を改善する薬が飛躍的に進歩
した病気があります。
治療面で最近注目を集めている考
え方に、ドラッグ・リポジショニング
（旧来からある薬に新たな立ち位置を
与えるという意）があります。既に安
全性が確認され臨床に応用されている
薬剤の中から、別な病気に有効な効果

を見出そうというものです。
本コラム第44回の「薬の開発と偶

然性」で、パーキンソン病患者がたま
たまてんかんを合併したため、てんか
んの薬であるゾニサミドを投与したと
ころ、てんかんだけでなくてパーキン
ソン病の症状も改善することが分か
り、新たな薬剤の開発につながったと
いう話を紹介しました。これも、ド
ラッグ・リポジショニングの一例です。
ゾニサミドのパーキンソン病に対

する薬効は偶然発見されたものです
が、この分野に系統的に取り組んでい
る研究者がいます。慶応大学医学部岡
野栄之教授らのグループは、進行性に
筋委縮、筋力低下をきたす難病、筋委
縮性側索硬化症患者の皮膚の細胞を採
取してiPS細胞を作成し、その後、脊
髄運動神経細胞に分化させました。そ
して、この細胞を使って、これまで一
般に使用されている1232の薬の中
から運動神経細胞が死滅していくのを
抑える薬がないか調べました。する
と、パーキンソン病治療薬であるロピ
ニロール塩酸塩（商品名レキップ）が
病気の進行を抑える可能性があること
が分かりました。現在、実際の患者を
対象にした臨床試験が開始されていま
す。
近い将来、難病が難病でなくなる

日が来ればと期待して研究の進行を見
守っています。

理事長 安 田 　 肇

�

別な病気にも有効な薬の研究

１
月
定
例
理
事
会

【
報
告
事
項
】

⃝

12
月
度
の
月
次
仮
決
算
報
告

⃝

12
月
度
の
組
合
員
活
動
報
報
告

⃝

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
指
定
申
請
届
出

⃝

青
森
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
理
事
会
報
告
・

�

「
コ
ー
プ
く
ら
し
の
た
す
け
あ
い
の
会
」
活
動
へ
の
ご
支
援
の
お
願
い

⃝

青
森
県
生
協
連
２
０
２
０
新
春
セ
ミ
ナ
ー

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕　

⃝

「
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
た
ま
ち
（
仮
）」
の
利
用
料
設
定
の
件

⃝

健
生
介
護
セ
ン
タ
ー
虹
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
料
改
定
の
件

⃝

第
70
期
役
員
選
任
区
分
と
区
分
ご
と
の
定
数

⃝

㈱
コ
ー
プ
東
北
保
険
セ
ン
タ
ー
へ
の
事
業
所
移
管
に
よ
る

�

㈱
あ
お
も
り
協
同
サ
ー
ビ
ス
解
散
に
つ
い
て

（２／３）

い
き
い
き

診
療
所�

津

軽

医

院
通
所
リ
ハ
ビ
リ
、
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

活
気
溢
れ
る
取
り
組
み
！

　

津
軽
医
院
で
は
外
来
の

他
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
及
び
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
療
養
型

老
人
保
健
施
設
（
小
規
模
老

健
）、
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　
浪
岡
地
区
に
お
い
て
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
運

営
し
て
い
る
事
業
所
は
２
事

業
所
の
み
と
な
っ
て
お
り
、

津
軽
医
院
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
は
そ
の
う
ち
の

ひ
と
つ
で
す
。
高
齢
者
の

方
々
に
リ
ハ
ビ
リ
を
目
的
と

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
が
可

能
な
限
り
、
自
身
の
有
す
る

能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
障
害
に
あ
わ
せ
た
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
活
動

を
通
し
て
、
利
用
者
さ
ん
の

心
身
機
能
の
維
持
回
復
を
図

り
、
生
き
が
い
あ
る
生
活
を

送
れ
る
よ
う
お
手
伝

い
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、

今
年
度
の
運
営
は
好

調
に
経
過
し
て
お

り
、
職
員
は
忙
し
く

も
達
成
感
を
も
っ
て

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
日
々
奮
闘
す
る
中

で
、
お
お
い
に
助
か
っ
て
い

る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

の
存
在
で
す
。
ホ
ー
ル
内
で

職
員
が
手
薄
に
な
る
入
浴
介

助
の
時
間
帯
、
利
用
者
さ
ん

の
見
守
り
、
洗
い
物
、
ド
ラ

イ
ヤ
ー
が
け
な
ど
を
行
っ
て

く
れ
て
い
る
他
、
利
用
者
さ

ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
者
さ
ん
全
員

分
の
お
花
の
ワ
ッ
ペ
ン
を

作
っ
て
く
だ
さ
り
、
利
用
者

さ
ん
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

　
他
に
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

際
、
踊
り
や
楽
器
演
奏
に
来

て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
も
い
ま
す
。
年
齢
層
に
あ

わ
せ
た
出
し
物
を
披
露
し
て

く
れ
る
た
め
利
用
者
さ
ん
に

大
好
評
で
、
普
段
と
は
違
っ

た
「
特
別
な
日
」
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
来
て
く
れ
る
地
域

の
組
合
員
さ
ん
に
支
え
ら
れ

て
津
軽
医
院
は
活
気
を
も
っ

て
運
営
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
中
で
、
負
担
の
か

か
ら
な
い
範
囲
で
お
手
伝
い

が
し
た
い
、
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
発
揮
し
た
い
と
い
う

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
是

非
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
連
携
を
密
に
し
て
と
も

に
津
軽
医
院
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
事
務
長
・
兵
藤
尚
子
）

３
月
の
主
な
行
事
予
定

３
／
７　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
校

３
／
８　

さ
よ
う
な
ら
原
発
・
核
燃「
３
・
11｣

青
森
集
会

３
／
14　

健
康
づ
く
り
交
流
集
会

３
／
15　

さ
よ
う
な
ら
原
発
・
核
燃「
３
・
11｣

弘
前
集
会

長い間お疲れさまでした  （敬称略）

　　　 　　　2019 年度定年退職者一覧　 　　2020.3.31
氏　　　名 職　種 役　職 事業所 職　　場

1 松谷美妃子 看護師 虹 ショートステイ
2 石田　玄仁 臨床検査技師 健生 検 査 科
3 千嶋　りん 看護師 健生 健 診 科
4 岸　千加子 助産師 副看護長 健生 ４階四病棟
5 辻本　功弘 医師 副院長 健生 医 局
6 後藤　愛子 看護師 副室長 藤代 地域連携室
7 関谷　　修 医師 院長 藤代 医 局
8 齋藤みどり 看護師 藤代 外 来
9 乗田たか子 事務員 クリニック 診療事務課
10 一戸　百子 看護師 管理看護長 たまち ふじしろ支所
11 髙木　美雪 看護師 管理看護長 虹 居宅介護支援
12 小野富士子 看護師 施設長 虹 事 務 長 室
13 長谷川禎子 看護師 主任 五所川原 外 来

安
心
の
包
括
制
で
、
経
済
的

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
金
は
要

介
護
度
別
に
包
括
制
と
な
っ
て
お

り
、
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
必

要
な
方
や
利
用
回
数
が
多
い
方

も
、
経
済
的
に
安
心
し
て
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
登

録
さ
れ
て
い
な
い
方
も
「
ナ
ー
シ
ン

１
面
か
ら
続
く

電 話：070-2437-2217
メールアドレス：nh-tamachi@tsugaru-health.Coop
担 当 者：山口由香

グ
ホ
ー
ム
た
ま
ち
」
に
空
き
が
あ

る
場
合
は
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
相
談
の
上
、
７
日
間
程

度
の
短
期
利
用
が
可
能
で
す
。
そ

の
場
合
の
利
用
料
は
日
割
り
計
算

と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
知
り
た
い
方
、
利
用
に

つ
い
て
相
談
さ
れ
た
い
方
は
、
下

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
看
護
介
護
部
長

�

・
加
藤
あ
け
み
）

利用者さん趣味を楽しむ



健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
住宅介護支援事業所
0172-84-2787

健生訪問看護ステーション
た ま ち
0172-36-8833

訪問看護ステーション
たまち・ふじしろ支所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

健生ヘルパーセンター
か け は し
0172-39-7339

宿泊型自立訓練事業所
ガーベラタウン
0172-32-8004

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203

院 所案内は
５−４面です

（0172）32－1171
（0173）35－2542
（0172）35－7611
（0172）62－8811
（0172）31－2731

健生介護
　　　センター

訪問看護
ステーション

地域活動
支援センター

健生訪問看護
ステーション

健生訪問看護
ステーション

精神障害者
福祉ホームＢ型

健生訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
ステーション

弘　　　前
第 一 地 域

訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
センター

通所リハビリすこやか
居宅介護支援事業

健　生　病　院
健生五所川原診療所

虹　
なみおか
ぴ あす

藤代健生病院
健生黒石診療所

たまち
ちとせ
ガーベラタウン

　健生クリニック
健生平賀診療所

たまち石川支所
あじさい
包括支援センター

津　軽　医　院

ふじしろ
かけはし

健生弘前ホームあじさい

（0172）36－5181
（0172）53－3015
（0172）36－8833
（0172）53－6587
（0172）32－8004

（0172）33－2021
（0172）44－1301
（0172）92－2220
（017２）3１－１０５０
（0172）3１－１２０３

（0172）62－3101
（0172）38－3295
（0172）36－5581
（0172）39－7339
（0172）31－1855 生

協
本
部

（0
17
2）3
3－
75
15

組
合
員
セ
ン
タ
ー

（0
17
2）3
5－
89
33

モ
バ
イ
ル
版

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健 生 病 院
クリニックホームページ
http://www.kensei-hp.jp
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健
生
病
院
で
の
救
急
研
修

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

Vol.
98

福島医療生協
わたり病院
高橋　剛 医師

　
２
０
１
９
年
10
月
か
ら
12

月
に
か
け
て
、
健
生
病
院
救

急
科
で
３
ヵ
月
間
の
救
急
研

修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
ち
ら
の
Ｅ
Ｒ
型
救
急

医
療
は
、
経
験
す
る
疾
患
や

手
技
の
幅
広
さ
、
あ
る
い
は

Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
し
っ
か
り

し
た
勤
務
体
制
（
自
分
だ

け
？
）
ま
で
、
普
段
の
仕
事

内
容
と
は
異
な
る
部
分
も
多

く
と
て
も
新
鮮
か
つ
充
実
し

た
毎
日
で
あ
り
、
本
当
に
瞬

く
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　
整
形
外
科
の
な
い
当
院
で

は
交
通
外
傷
や
骨
折
、
脱
臼

な
ど
を
み
る
機
会
は
少
な

く
、
そ
れ
ら
の
診
察
や
整

復
、
固
定
、
創
の
縫
合
な
ど

は
と
て
も
よ
い
経
験
と
な
り

ま
し
た
。
り
ん
ご
農
家
の
作

業
中
に
受
傷
し
て
救
急
搬
入

さ
れ
る
方
も
し
ば
し
ば
お
ら

れ
、
所
変
わ
れ
ば
コ
モ
ン

デ
ィ
ジ
ー
ズ
（
有
病
率
の
高

い
疾
患
）
も
変
わ
る
と
い
う

こ
と
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
熱
傷
の
患
者
さ
ん
も

診
察
し
、『
重
症
で
な
け
れ

ば
日
常
診
療
で
熱
傷
も
診
療

で
き
そ
う
』
と
い
う
実
感
が

得
ら
れ
た
こ
と
も
大
き
な
獲

得
で
し
た
。
そ
の
他
、
褥
瘡

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

３／５（木）　北支部　支部総会●からんころん温泉
３／７（土）　浪岡支部　ときめきフェスタ●桜温泉
３／７（土）　東中支部　活動者交流集会●アートホテル
３／11（水）、18（水）　板柳支部　健康づくり講座
� ●板柳町いきいきセンター
３／12（木）　和徳支部　サロンつくし（ストレッチ）
 � ●生協会館
３／20（金）　時敏支部　組合員交流集会●福家
３／22（日）　金木支部　活動者交流集会●川倉のゆっこ
３／25（水）　岩木支部　支部総会●つがる温泉
３／28（土）　南石川支部　支部総会＆健康まつり
� ●じょっぱり温泉

各 支 部 予 定

　
田
舎
館
支
部
で
は
２
０
１

９
年
10
月
、
ト
ル
コ
き
き
ょ

う
班
に
つ
づ
き
新
班
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

　

班
名
は
「
カ
ト
レ
ア
」

班
。
カ
ト
レ
ア
の
花
言
葉
に

は
「
気
品
」「
魅
力
」「
大

人
」
な
ど
が
あ
り
、
私
た
ち

も
大
人
の
女
性
と
し
て
輝
か

し
く
と
い
う
想
い
を
込
め
て

カ
ト
レ
ア
班
と
し
ま
し
た
。

　
班
会
を
オ
ー

プ
ン
に
し
て

色
々
な
人
と
繋

が
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
川
部
地

区
の
班
で
す
の
で
、
川
部
地

区
の
健
康
新
聞
が
手
配
り
さ

れ
る
先
へ
班
会
予
定
を
新
聞

と
一
緒
に
配
布
し
、
地
域
の

人
が
気
軽
に
来
れ
る
班
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ご
近
所
の
方
、
是
非
都
合
が

合
え
ば
ぜ
ひ
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

�

（
田
舎
館
支
部
・
事
務
局
）

 

新
班
結
成

大
人
の
女
性
と
し
て
輝
こ
う
！

田
舎
館
支
部

処
置
や
胸
腔
ド
レ
ナ
ー
ジ

（
体
外
に
排
泄
す
る
）
な
ど

今
ま
で
ほ
と
ん
ど
経
験
が
な

か
っ
た
手
技
も
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
身
に
な
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

診
察
し
た
中
に
は
、『
老

老
介
護
で
高
齢
の
母
が
心
配

な
た
め
受
診
で
き
ず
、
乳
癌

が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
方
』、

『
精
神
疾
患
を
抱
え
た
お
子

さ
ん
と
二
人
暮
ら
し
で
か
か

り
つ
け
医
へ
の
受
診
も
滞

り
、
１
ヵ
月
間
も
ま
と
も
に

食
べ
ら
れ
ず
寝
た
き
り
と

な
っ
た
方
』
な
ど
、
社
会
的

背
景
に
も
問
題
を
抱
え
る
方

が
少
な
く
な
く
、
こ
れ
は
ど

こ
で
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
の

よ
う
に
思
い
ま
す
。
救
急
外

来
で
は
特
に
病
状
が
重
く
な

る
ま
で
受
診
で
き
ず
、
文
字

通
り
『
生
き
る
か
死
ぬ
か
』

の
問
題
に
な
っ
て
初
め
て
受

診
さ
れ
る
方
が
殊
更
多
い
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
問
題
が
可
視
化
さ
れ
る

と
、
救
命
の
た
め
の
知
識
や

技
術
を
高
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

や
他
職
種
、
他
施
設
と
の
連

携
を
深
め
、
重
症
化
の
前
に

困
難
症
例
を
拾
い
上
げ
る
こ

と
も
大
き
な
課
題
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　
３
ヵ
月
間
の
学
び
を
今
後

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

2020年３月１日

役員立候補者の推薦についての公告
津軽保健生活協同組合
理事長　　安田　　肇

　第95回通常総代会において津軽保健生活協同組合の役員選任を行います。
　選任にあたり、理事会は役員推薦委員会を設置し、その推薦を受けて役員選任議案を通常
総代会に提案します。
　役員候補者となることを希望する組合員は、役員推薦委員会の推薦を受けることが必要で
す。
　役員候補者の推薦に先立ち、組合員の申し出の手続きについて、定款及び役員選任規約第
５条第５項に基づき、下記の事項を公告します。

記
１ . 役員選任を行う総代会の日時及び場所
　　第95回通常総代会　　2020年６月20日（土）　午前９時30分～　
　　板柳町多目的ホール「あぷる」　　北津軽郡板柳町大字灰沼字岩井61

1 . 定数
　　地域区分選出の理事定数は、28名以上、33名以内
　　全体区分選出の理事定数は、12名
　　全体区分選出の監事定数は、３名以上、５名以内

1 . 役員立候補を希望する場合の申し出の受付方法及び申し出の期限
　　１）受付方法
　　　　・申し出にあたっては、所定の用紙に必要事項を記入の上、役員推薦委員会委員長

（事務局は生協本部総務部）宛てにお届けください。
　　　　・地域区分からの理事立候補にあたっては、選任区内の支部三役（支部長・副支部

長・事務局長）および総代の中から２名の推薦が必要となります。
　　　　・いづれの用紙も事務局（生協本部総務部）に備えています。
　　　　・尚、総代ほか定款及び役員選任規約第４条に該当する方は役員の候補者となるこ

とができません。
　　２）申し出の期限

申し出の期限は、2020年３月１日午後０時から2020年３月15日午後０時とし
ます。

以　　上

選任区 支部名 理事
定数 選任区 支部名 理事

定数
第１区 時敏支部、和徳支部、北東支部 ３ 第11区 尾上支部、田舎館支部 ２
第２区 河西支部、下町支部 ２ 第12区 平賀支部、大鰐・碇ヶ関支部 ２
第３区 三大支部、文京支部、大成支部 ２ 第13区 浪岡支部 ２
第４区 四中りんご支部、四中さくら支部 ２ 第14区 藤崎支部、常盤支部 １
第５区 五中支部、東中支部 ２ 第15区 鶴田支部、板柳支部 ２
第６区 南支部、南中央支部、南石川支部 ２ 第16区 五所川原支部 ２
第７区 北支部 ２ 第17区 中里支部、小泊支部、市浦支部、金木支部 １
第８区 岩木支部 １ 第18区 木造新田支部 １
第９区 相馬支部、目屋支部 １ 第19区 鰺ヶ沢支部、深浦・岩崎支部 １
第10区 黒石支部 ２

・住所、氏名が変わった
時…。
・引っ越しされた時…。
・「健康」新聞が２部届
いている時…。
・組合員がお亡くなりに
なられた時…。

津軽保健生活協同組合　組織部
電話0172-35-8933

このような時、
ご連絡ください

2019

2020 3 14
10 30 14 30

21-1

2019

2020

4 ( )
0172-35-8933

600
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ホームページ
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健
生
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院

ク
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ホ
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ム
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健 生 病 院
0172-55-7717

藤代健生病院
0172-36-5181

健生クリニック
0172-55-7707

津 軽 医 院
0172-62-3101

健生五所川原診療所
0173-35-2542

健生黒石診療所
0172-53-3015

生 協 本 部
0172-33-7515

組合員センター
0172-35-8933

事業所案内は
７−２面です

健

生

病

院

健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

2020年３月１日（日）　第690号 （4）健　　　康

認
知
症
の
寸
劇
で
初
笑
い

活
動
者
交
流
集
会

１
／
10

　
１
月
10
日
、
岩
木
支
部
活

動
者
交
流
集
会
が
桜
温
泉
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
は

健
康
出
前
講
座
と
活
動
者
交

流
集
会
、
午
後
は
新
年
会
と

充
実
し
た
１
日
と
な
り
ま
し

た
。

　
健
康
出
前
講
座
で
は
、
西

部
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
を
お
招
き
し
て
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

実
施
。
特
に
認
知
症
患
者
の

対
応
の
仕
方
は
寸
劇
で
学
習

　
「
は
ー
い
、
呼
吸
を
止
め

な
い
で
！
」「
そ
う
、
両
手

で
地
球
を
か
か
え
る
感
じ
で

大
き
く
！
」
―
―
栄
町
町
民

会
館
に
明
る
い
声
が
響
き
ま

し
た
。
弘
前
市
の
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
Ｍ
さ
ん
の
声
で
す
。

　
１
月
29
日
栄
町
い
ず
み
班

は
町
会
に
も
呼
び
か
け
「
冬

だ
！
か
ら
だ
を
動
か
そ
う
」

と
銘
打
っ
て
弘
前
市
の
ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
に
来
て
も
ら

い
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
の
つ
ど

い
を
開
催
。
雨
に
も
か
か
わ

ら
ず
15
人
が
参
加
。
ゆ
っ
く

り
し
た
音
楽
に
あ
わ
せ
無
理

の
な
い
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
が

始
ま
り
ま
し
た
。
汗
も
出
て

き
ま
し
た
。

　
冬
は
運
動
不
足
に
な
り
が

ち
。
班
会
で
か
ら
だ
を
動
か

す
こ
と
を
し
よ
う
と
企
画
し

ま
し
た
。
市
に
指
導
員
の
派

遣
を
申
し
込
み
（
無
料
）、

し
、
あ
ま
り
の
ク
オ
リ
テ
ィ

の
高
さ
に
皆
大
笑
い
し
て
い

ま
し
た
。

　
当
日
は
忙
し
い
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
西
部
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
全
職
員
が
来
て
下

さ
り
、
非
常
に
賑
や
か
で
し

た
。
活
動
者
交
流
集
会
で

は
、
な
か
な
か
他
地
域
の
活

動
者
と
の
交
流
が
な
い
と
の

こ
と
で
、
司
会
者
が
マ
イ
ク

を
回
し
、
自
己
紹
介
や
今

困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
１

人
ず
つ
話
し
て
皆
と
共
有
し

ま
し
た
。

　
午
後
に
な
る
と
新
年
会
が

始
ま
り
、
歌
や
踊
り
を
披
露

し
て
楽
し
く
交
流
し
ま
し

た
。
年
々
高
齢
化
に
よ
っ
て

活
動
者
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
岩
木
支
部
で
す
が
、
こ
う

い
う
機
会
に
多
く
の
つ
な
が

り
を
作
り
、
岩
木
地
域
の
健

康
づ
く
り
や
地
域
の
見
守
り

活
動
な
ど
を
支
え
る
活
動
者

が
ふ
え
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
事
務
局
）

認知症サポーター講座　実施

NPT再検討会議に今年も代表派遣
岩
木
支
部

　ＮＰＴ（核兵器不拡散条約）は、核兵器の拡散防止や核軍縮の促進等を目的とす
る条約で1970年に発効しました。25年の期限付きだったのを1995年に無期限に
延長し、５年ごとにＮＰＴの運用状況を確認するため「再検討会議」を開催して
います。2020年のNPT再検討会議は、2017年の核兵器禁止条約成立後初め
ての会議となります。
　核兵器禁止条約は50カ国の批准で発効します。今年１月にパラグアイが批准
し35カ国となりました。発効すれば核兵器保有国も含めて「核兵器の開発・生
産・使用」等が禁止されます。
　こうした中、NPT再検討会議が行われるニューヨークで、その直前に原水禁
世界大会ニューヨークを初めて開催することになりました。気候変動や格差社会
等についても話し合い、最終日にはヒバクシャを先頭にパレードや署名の共同提
出を行います。
　青森民医連では2010年から２名の代表を送り、今年は津軽保健の漆舘さん
と青森保健の池田さんを代表派遣します。組合員さんや事業所で訴えたり、お話
をお聞きする中で問題意識を高め、感じてきたことや学んできたことを報告して
いただき、その後も核兵器廃絶運動に関わっていくことを期待します。多大な費
用がかかります。どうぞカンパへの協力を宜しくお願いします。
� （県民医連事務局長・佐藤真人）

唯一の被爆国の声をニューヨークで発信！
　今年は被爆から75年、NPT発効から50年の節目とな
ります。
　NPT再検討会議が４月23日から国連本部で開かれる
のに合わせ、原水爆禁止世界大会がニューヨーク市内で開
催されます。私は全国の民医連から集まった代表団の一員
として、広島・長崎の被爆者とともに被爆の実相と世界平
和を訴える活動を行います。
　原爆投下で被った人命の犠牲と、放射能汚染による健康や環境への影響を伝
え、「戦争をしない」「二度と核兵器を使わない」という声を多くの人に届けてま
いります。� （健生クリニック診療事務課・漆舘杏子）

組
合
員
だ
け
で
な
く
町
会
に

も
呼
び
か
け
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
支
部
で
チ
ラ
シ
を
作
っ
て

も
ら
い
、
町
会
の
回
覧
板
用

に
38
枚
を
準
備
。
ま
た
新
年

号
の
「
健
康
」
に
チ
ラ
シ
を

織
り
込
み
配
布
し
ま
し
た
。

み
ん
な
顔
見
知
り　

　
「
久
し
ぶ
り
で
す
」
と
Ｏ

さ
ん
。
昔
プ
ー
ル
で
Ｍ
さ
ん

か
ら
指
導
し
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
あ
り
、
お
互
い
懐
か
し

そ
う
で
し
た
。
集
ま
っ
た
み

ん
な
も
顔
な
じ
み
で
す
。

　
指
導
員
の
Ｍ
さ
ん
は
、
年

齢
に
あ
わ
せ
、
無
理
な
く
自

然
に
か
ら
だ
を
ス
ト
レ
ッ
チ
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
て
、

な
ん
と
昔
懐
か
し
い
フ
ラ

フ
ー
プ
の
よ
う
な
輪
が
登
場
。

　
二
人
組
に
な
っ
て
輪
を
持

ち
、
息
を
合
わ
せ
て
お
こ
な

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
相
手

の
手
に
タ
ッ
チ
し
た
り
、
手

を
下
向
き
に
し
て
手
を
輪
か

ら
放
し
、
上
向
き
の
手
で
即

座
に
輪
を
拾
う
と
い
う
敏
捷

性
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
失

敗
も
笑
い
に
な
っ
て
、
楽
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

…
。
か
ら
だ
も
心
も
弾
み
ま

す
。地

域
で
生
き
い
き
と

　
ス
ト
レ
ッ
チ
を
始
め
る
前

に
、
組
織
部
職
員
が
全
員
の

血
圧
測
定
を
し
ま
し
た
。
津

軽
生
協
に
つ
い
て
の
紹
介
を

簡
単
に
お
こ
な
い
ま
し
た
。

組
合
員
以
外
で
３
人
の
方
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
栄
町
い
ず
み
班
の
２
月
の

班
会
は
お
休
み
。
３
月
に

「
春
だ
！　
か
ら
だ
を
整
え

よ
う
！
」
と
、
再
び
町
会
に

も
呼
び
か
け
て
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
そ
の
後
に
定
例

の
班
会
を
開
き
、
お
し
ゃ
べ

り
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
よ
。

�

（
理
事
・
五
十
嵐
吉
美
）

町
会
に
も
呼
び
か
け
、

�
楽
し
く
ス
ト
レ
ッ
チ
！

スポーツ指導員の派遣申請
　弘前市役所文化スポーツ課で申請
を受け付けています。申し込み団体
名、日時、会場、行事名を記入し、
申し込みます。無料です。
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四
中
さ
く
ら
支
部

中

里

支

部

医
療
福
祉
生
協
組
合
員

�

・
ブ
ロ
ッ
ク
の
つ
な
が
り
で

１
／
20

会
を
つ
く
る
。
こ
の
理
念
に

基
づ
い
て
様
々
な
生
協
運
動

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

〈
生
協
活
動
っ
て
？
〉
仲
間

ふ
や
し
・
出
資
金
ふ
や
し
・

班
づ
く
り
・
組
合
員
訪
問
・

班
会
・
健
康
出
前
講
座
・
健

康
ま
つ
り
・
手
配
り
・
居
場

所
づ
く
り
・
体
操
教
室
・
見

守
り
訪
問
・
健
康
チ
ェ
ッ

ク
・
歌
声
喫
茶
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
防
煙
教
室
…
な
ど
な

ど
、
た
く
さ
ん
！　
そ
の
中

で
も
重
要
な
の
は
…
手
配
り
。

〈
手
配
り
の
重
要
性
〉
一
部

に
つ
き
年
間
１
６
０
円
の
援

助
金
が
支
部
へ
。
声
が
け
な

ど
に
よ
る
小
さ
な
繋
が
り
が

ま
ち
づ
く
り
の
一
環
を
担
っ

て
い
る
。
昔
は
、
近
所
の
人

は
お
互
い
み
ん
な
知
っ
て
い

た
。
家
庭
の
い
ろ
い
ろ
な
情

報
も
共
有
し
て
い
て
、
困
っ

　
四
中
さ
く
ら
支
部
は
１
月

20
日
、
22
名
の
班
長
、
副
班

長
、
手
配
り
者
、
運
営
委
員

が
参
加
し
、
青
森
市
浪
岡
健

康
増
進
施
設
「
健
康
の
森
花

岡
プ
ラ
ザ
」で
２
０
１
９
年

度
の
活
動
者
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
交
流
会
は
、
は
じ
め
に
、

組
織
部
鶴
ヶ
谷
喜
之
課
長
の

講
話
が
あ
り
ま
し

た
。
題
は
「
医
療
福

祉
生
協
活
動
の
意
義

に
つ
い
て
～
手
配
り

か
ら
始
め
る
見
守
り

を
～
」。

　
民
間
の
会
社
か
ら

転
職
し
て
３
年
が
経

ち
ま
し
た
。
一
言
で

言
う
と
「
生
協
っ
て

お
も
し
ぇ
ー
な
ー
」。

〈
医
療
福
祉
生
協
の

理
念
は
〉
健
康
を
つ

く
る
。
平
和
を
つ
く

る
。
い
の
ち
輝
く
社

　
昨
年
5
月
下
旬
に
三

大
支
部
の
大
富
町
に
新

し
く
班
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
名
も
「
カ

ッ
コ
ー
班
！
」
名
前
を

決
め
る
時
に
、
花
の
名

前
以
外
で
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、
み
ん
な
で
い

ろ
い
ろ
と
話
し
合
っ
て

い
る
最
中
に
、
鳥
の
カ

ッ
コ
ウ
の
鳴
き
声
が
聞

こ
え
た
よ
う
な
…
ま
る

で
班
の
結
成
を
祝
福
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

そ
こ
で
班
員
全
員
で
カ

　
北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
組

合
員
交
流
集
会
が
、
11
月
26

日
、
27
日
福
島
市
穴
原
温
泉

吉
川
屋
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
全
体
で
４
０
０
名

の
参
加
者
が
あ
り
、
中
里
支

部
か
ら
３
名
と
五
所
川
原
支

部
か
ら
２
名
を
含
め
て
、
津

軽
保
健
生
協
か
ら
15
名
が
参

加
を
し
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
中
里
支
部
と
五

所
川
原
支
部
合
同
で
、
中
泊

町
４
つ
の
小
学
校
で
取
り
組

ん
だ
「
防
煙
教
室
の
寸
劇
」

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
の
交
流
集
会
に

先
立
つ
10
月
29
日
、
中
里
支

部
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

不
老
ふ
死
温
泉
で
行
な
っ
た

際
に
、「
台
風
19
号
被
害
へ
の

募
金
」
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
「
宮
城
県
丸
森

小
学
校
の
少
年
野
球
チ
ー
ム

が
、
水
害
に
遭
っ
て
大
変

だ
！
」
と
い
う
報
道
さ
れ

て
、
何
と
か
力
に
な
れ
な
い

も
の
か
と
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
そ
し
て
北
海
道
東
北
ブ
ロ

ッ
ク
組
合
員
交
流
集
会
の
際

に
、
宮
城
県
南
医
療
生
協
の

理
事
さ
ん
へ
、
宮
城
県
丸
森

小
学
校
の
少
年
野
球
チ
ー
ム

へ
募
金
を
届
け
て
も
ら
う
こ

と
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
後
日
、
野
球
チ
ー
ム
の
監

督
か
ら
お
礼
の
電
話
が
、
生

協
本
部
へ
入
り
ま
し
た
。
そ

の
後
に
年
が
明
け
て
か
ら
、

野
球
チ
ー
ム
の
生
徒

さ
ん
か
ら
お
礼
の
寄

せ
書
き
が
、
中
里
支

部
長
宛
て
に
届
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
写
真
は
中
里
支
部

の
運
営
委
員
の
メ
ン

バ
ー
と
お
礼
の
寄
せ

書
き
の
ス
ナ
ッ
プ
で

す
。
今
後
と
も
交
流

を
続
け
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
支
部
長

�

・
平
間
康
元
）

手
配
り
活
動
の
大
切
さ

 

三

大

支

部

新
班
結
成

健
康
づ
く
り
を
広
め
よ
う
！

感
謝
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

本間玲奈さん・（左）瑛
え い た

大ちゃん・（右）一
い ち か

華ちゃん
２人仲良く、元気に大きくなってね♡

家族で旅行しようね。

原　文子さん・煌
か が ほ

歩ちゃん
元気に丈夫な子になってね

齋藤　有香さん・奏
か な と

和ちゃん
元気に大きくなってね。

牧野　恵さん・未
み な

菜ちゃん
産まれてきてくれて
ありがとう！！

佐藤　瑞穂さん・絵
え ま

茉ちゃん
元気に育ってね！！

奈良　曜子さん・紫
し の あ き

之晶ちゃん
元気いっぱい大きくなってね

鈴木　彩華さん・新
あ ら た

大ちゃん
元気に育ってね

木村由利香さん・新
あらた

ちゃん
たくましく育ってね！

古谷　麻耶さん・櫂
かい

ちゃん
すくすく大きくなってね

柴田　優花さん・詩
うた

ちゃん
いっぱい食べて
大きくなってね。

中野　理恵さん・沙
さ ら

來ちゃん
お姉ちゃんと
楽しく遊んでね。

外崎　海さん・耀
よう

ちゃん
元気に大きく育ってね

田中　恵子さん・栄
え い と

仁ちゃん
元気でたくましく☆

吹田麻里那さん・紗
さ や

彩ちゃん
たくさん笑う

女の子になってね！

百澤由佳梨さん・朱
あ か ね

音ちゃん
元気にすくすく
大きくなってね

佐藤かおりさん・依
い ち か

千霞ちゃん
元気に大きくなってね♡

た
と
き
は
助
け
合
っ
て
い

た
。
今
こ
そ
手
配
り
の
重
要

性
が
増
し
て
い
る
。

　
講
話
の
あ
と
は
会
食
、
入

浴
、
お
楽
し
み
く
じ
引
き
で

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
道
の
駅
な
み
お
か
ア

ッ
プ
ル
ヒ
ル
で
買
い
物
を
し

て
帰
り
ま
し
た
。

�

（
事
務
局
長
・
三
上
和
郎
）

ッ
コ
ー
班
に
し
よ
う
と
決
め

た
の
で
し
た
。

　
班
活
動
は
参
加
者
が
あ
ま

り
負
担
に
感
じ
な
い
よ
う
に

2
カ
月
に
1
回
に
し
、
今
ま

で
み
ん
な
で
楽
し
く
体
組
成

や
尿
チ
ェ
ッ
ク
、
物
忘
れ
チ

ェ
ッ
カ
ー
、
便
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
様
々
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
班
長
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら

は
も
っ
と
近
所
の
方
た
ち
に

班
会
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
、
参
加
者
が
増
え
て
、
健

康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
ら
れ

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
、
と

お
話
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。

�

（
組
織
部
・
工
藤
千
絵
）

活動の意義語る活動の意義語る
２カ月に１度が楽しみ２カ月に１度が楽しみ

寄せ書きで交流寄せ書きで交流
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健生介護センター 虹
居宅介護支援事業所
0172-84-2787
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院 所案内は
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組合員バスは
このマークが

目印です

健生病院・クリニック　組合員バス時刻表

火
曜
日

火
曜
日

水
曜
日

水
曜
日

木
曜
日

木
曜
日

金
曜
日

金
曜
日

月
曜
日

月
曜
日

平賀コース

＊帰りの出発時間　①11：30　②13：30

小和森（工藤商店）� 8:40

荒田� 8:42

平田森（斉藤理容前）� 8:45

新屋公民館前� 8:47

尾崎� 8:50

町居（櫛引医院）� 8:55

石川コース

＊帰りの出発時刻　①11：30　②13：30

小金崎� 8:55
石川郵便局� 9:00
大沢弘南電鉄駅付近� 9:04
松木平精米所� 9:08
小栗山公民館� 9:11
千年公民館� 9:12
松原（くみあいマーケット）� 9:14
中野児童公園前� 9:17
富田町　薬王堂付近� 9:19
病院・クリニック� 9:25

碇ヶ関コース

＊帰りの出発時刻　①11：30　②13：30

碇ヶ関（東酸前）� 8:30
関の庄（道の駅）� 8:32
唐牛� 8:34
長峰� 8:38
大鰐駅� 8:45
宿川原（松岡肥料店前）� 8:48
鯖石十文字� 8:51
八幡崎 十文字付近� 8:52
乳井神社前� 8:54

薬師堂� 8:56
高畑十文字� 8:58
柏木十文字� 9:00
平賀駅前� 9:04
大光寺� 9:06
松崎十文字� 9:10
館田駅付近� 9:12
川合集会所� 9:17
病院・クリニック� 9:25

三和コース

＊帰りの出発時刻　①11：30　②13：30

中畑（楢木商店）� 8:10
三和農協前� 8:15
笹舘入口前� 8:16
笹舘給油所前� 8:18
小友農協前� 8:23
種市（田中タイヤ店前）� 8:26
下青女子児童館� 8:32
上青女子屯所前� 8:33
大川（大金冷蔵庫前）� 8:35

三世寺農協前� 8:38
色吉（小山商店）� 8:40
中崎（旧ＧＳ）� 8:42
町田（小野商店）� 8:45
浜の町(東奥信金)� 8:50
藤代健生病院� 8:55
亀甲ねぷた村付近� 9:02
北瓦ヶ町 弘善商会付近� 9:10
病院・クリニック� 9:25

西北コース

＊帰りの出発時刻　13：30

五所川原駅前� 8:30

五所川原診療所� 8:35

亀田（坂本精米所前）� 8:49

鶴田（旧バイパスＧＳ）� 8:53

菖蒲川（田中美容院）� 8:58

大性� 9:00

掛落林（土岐商店）� 9:03

板柳（青森銀行前）� 9:08

海童神社前� 9:10

飯田� 9:12

藤崎（旧映画館前）� 9:17

藤崎 船場旧ＧＳ付近� 9:21

コンビニ　岩賀店前� 9:24

藤代健生病院� 9:35

東長町 茶房じゃがいも� 9:43

病院・クリニック� 10:00

十腰内コース

＊帰りの出発時刻　①11：30　②13：30

赤石駅（＊要予約）� 7:40
鯵ヶ沢道の駅（＊要予約）� 7:50
鯵ヶ沢駅（＊要予約）� 7:53
十腰内（白取商店前）� 8:15
三日月入口前� 8:16
十面沢（佐藤商店前）� 8:19
十面沢（増田商店前）� 8:20
裾野郵便局� 8:25
小友入口� 8:30
堂ヶ沢（小野商店前）� 8:32

楢の木� 8:33
自得小学校 入口前� 8:37
高杉 （津軽クボタ前）� 8:40
前坂（西公民館）� 8:42
独狐（屯所）� 8:45
独狐（木村商店）� 8:46
藤代健生病院� 8:54
富士見橋（GS）向い� 9:00
東長町 茶房じゃがいも� 9:05
病院・クリニック� 9:20

岩木コース（富田・松森町経由）

＊帰りの出発時刻　①11：30　②13：30

三本柳� 8:30
中野� 8:31
百沢（公共駐車場前）� 8:32
百沢神社前� 8:33
新法師東口（玉田宅前）� 8:36
葛原入口� 8:38
葛原（竹原商店前）� 8:39
新岡（公民館前）� 8:43
植田（喜多山商店前）� 8:45
馬子橋（工藤宅前）� 8:48
五代（木村商店前）� 8:49

五代（福士商店前）� 8:50
兼平十文字（バイパス）� 8:51
兼平公民館前� 8:52
賀田（バイパス）� 8:55
一町田（バイパス）� 8:57
駒越愛宕神社付近� 8:58
藤代健生病院� 9:00
城西４丁目ピーターパン前� 9:06
富田３丁目付近� 9:14
病院・クリニック� 9:25

船沢・岩木コース（松原・安原経由）

＊帰りの出発時刻　①11：30　②13：30

船沢郵便局� 8:40
小島入口� 8:42
蒔苗� 8:43
高屋（松岡板金）� 8:47
如来瀬（コミュニティーセンター）� 8:55
鳥井野JAつがる弘前支所� 8:56
龍ノ口（研修館）� 8:59
真土（公民館）� 9:01
病院・クリニック� 9:25

黒石・尾上コース

＊帰りの出発時刻　①11：30　②13：30

ハローワーク黒石� 8:20

黒石市役所付近� 8:24

黒石診療所� 8:30

浅瀬石整骨院前� 8:32

金屋（かなや食堂前）� 8:37

南田中十文字� 8:39

南田中（東公民館前）� 8:41

李平（大津鮮魚店前）� 8:43

尾上駅前� 8:45

長田（担い手センター前）� 8:50

猿賀神社前� 8:52

八幡崎� 8:55

八幡崎（有馬商店前）� 8:56

杉館農協前（元）� 9:00

平川市文化センター前� 9:10

病院・クリニック� 9:25

小沢・桜ヶ丘コース（富田・松森町経由）

＊帰りの出発時刻　①11：30　②13：30

第四中学校� 8:50
ゴールドパック� 8:52
弘前温清園� 8:55
青樹町� 8:56
青い森信用金庫桜ヶ丘支店前� 8:59
小沢 今商店付近� 9:03
㈱中央塗工社前� 9:08
緑ヶ丘幼児遊園付近� 9:11
病院・クリニック� 9:25

目屋・相馬コース（松原・安原経由）

＊帰りの出発時刻　①11：30　②13：30

西目屋役場前� 8:20
目屋郵便局前（元）� 8:21
番館� 8:22
中畑� 8:23
中野� 8:25
東目屋小学校� 8:27
国吉� 8:28
紙漉沢（加工センター前）� 8:35
坂市（三上商店前）� 8:37
藤沢（宮川商店前）� 8:39
農協相馬支所� 8:40
水木在家（公民館前）� 8:45

市役所相馬支所前� 8:47
湯口� 8:50
下湯口農業研修館前� 8:51
悪戸（進藤理容店前）� 8:54
りんご公園入口� 8:56
茂森新町� 8:57
茂森� 8:59
大学病院前� 9:01
新寺町� 9:05
西弘セブンイレブン� 9:09
病院・クリニック� 9:25

板柳・藤崎・常盤コース

＊帰りの出発時刻　①11：30　②13：30

夕顔関（阿部商店前）� 8:20
沿川（農協倉庫前）� 8:22
高増（村上たけ商店）� 8:24
五幾形� 8:27
三千石（町営住宅）� 8:30
板柳（青森銀行前）� 8:35
板柳駅十文字� 8:37
板柳高校前� 8:39
太田� 8:41
横沢（屯所前）� 8:42

林崎� 8:46
葛野十文字� 8:50
かたつむり（元農協支所）� 8:54
佐藤長 常盤店� 8:56
北常盤� 8:59
大根子� 9:05
豊巻� 9:06
撫牛子JA和徳支店付近� 9:09
病院・クリニック� 9:25

浪岡・藤崎・田舎館コース

＊帰りの出発時刻　①11：30　②13：30

浪岡庁舎� 8:20
浪岡JR駅� 8:23
俵舛� 8:41
亀岡� 8:43
中野目（山内商店前）� 8:45
葛野（旧三戸理容店前）� 8:49
川部公民館前� 8:57
前田屋敷十文字� 9:00
垂柳� 9:05

田舎館農協� 9:07

畑中（東奥信金）� 9:08

新山入口� 9:10

蒲田（元よし善前）� 9:11

日沼（元土地改良区前）� 9:12

大袋（須藤商店付近）� 9:13

境関ローソン付近� 9:15

病院・クリニック� 9:25

西北コース

＊帰りの出発時刻　13：30

五所川原駅前� 8:30

五所川原診療所� 8:35

亀田（坂本精米所前）� 8:49

鶴田（旧バイパスＧＳ）� 8:53

菖蒲川（田中美容院前）� 8:58

大性� 9:00

掛落林（土岐商店前）� 9:03

板柳（青森銀行前）� 9:08

海童神社前� 9:10

飯田� 9:12

藤崎（旧映画館前）� 9:17

藤崎 船場旧ＧＳ付近� 9:21

コンビニ 岩賀店前� 9:24

藤代健生病院� 9:35

東長町 茶房じゃがいも� 9:43

病院・クリニック� 10:00

【切り取ってご利用下さい】

＊ご予約は車輌課090-7332-1054へ

組合員バスに関するお問い合わせは 生協本部 ☎0172-33-7515 または 組織部 ☎0172-35-8933 まで

唐竹� 9:03

下唐竹郵便局前� 9:05

沖館農協前（元）� 9:08

堀越　舘山建設工業� 9:19

門外十文字� 9:21

病院・クリニック� 9:25
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す。〈投稿のお誘い〉身のまわりのこと、健康のこと、何でも「おたより」歓迎しま

読者サロン

（（77）） 健　　　康健　　　康
　

３
人
の
子
供
が
お
り
、
中
学
→
高
校
→
大
学

と
、
受
験
が
あ
り
ま
し
た
。
色
々
と
そ
の
子
に

よ
っ
て
違
い
、
今
に
な
る
と
良
い
経
験
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

パ
ズ
ル
の
解
答
に
よ
せ
て

パ
ズ
ル
の
解
答
に
よ
せ
て

弘
前
市　

か
お
ち
ゃ
ん

　

２
月
に
入
っ
て
も
雪
が
降
ら
ず
、
花
壇
の
水

仙
が
つ
ぼ
み
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
来
ま
し
た
。
も

う
少
し
待
っ
て
！　

と
声
を
か
け
て
い
ま
す
。

水
仙
の
つ
ぼ
み
が

水
仙
の
つ
ぼ
み
が鶴

田
町　

巨
人
の
星

　

毎
月
、「
読
者
サ
ロ
ン
」
や
、「
す
く
す
く
エ

ン
ジ
ェ
ル
」
を
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。
健
生
で

生
ま
れ
た
娘
も
春
か
ら
１
年
生
に
。
す
く
す
く

育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

す
く
す
く
育
っ
て
ね
！

す
く
す
く
育
っ
て
ね
！

弘
前
市　

田
中
由
美
子

　

仏
教
用
語
？　

の
「
和
顔
施
」
と
い
う
言
葉

が
好
き
。
人
に
笑
顔
で
接
す
る
と
い
う
こ
と
か

と
。
そ
の
こ
と
が
他
の
人
を
も
笑
顔
に
し
、
ま

た
自
分
が
美
し
く
見
ら
れ
る
と
思
う
。
今
年
も

笑
顔
を
大
切
に
頑
張
ろ
う
！

「
和
顔
施
」

「
和
顔
施
」青

森
市　

す
み
れ
タ
ン
ポ
ポ

　

昨
年
義
母
を
１
０
１
歳
で
見
送
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
人
の
希
望
通
り
、
５
年
間
自

宅
で
、
本
当
に
や
す
ら
か
に
静
か
に
、
笑
顔
さ

え
う
か
べ
て
永
遠
の
眠
り
に
…
。
大
往
生
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

義
母
を
見
送
っ
て

義
母
を
見
送
っ
て黒

石
市　

山
田
志
賀
子

　
「
楽
し
い
お
料
理
」
を
よ
く
拝
見
し
て
い
ま

す
。
自
分
に
も
作
れ
そ
う
だ
な
と
思
っ
た
時
、

挑
戦
し
て
い
ま
す
。
出
来
た
時
の
喜
び
は
ひ
と

し
お
で
す
。
ま
た
「
お
い
し
い
」
の
一
声
が
次

回
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

「
お
い
し
い
」
の
一
声
が

「
お
い
し
い
」
の
一
声
が

青
森
市　

鎌
田　

敏
子

　

私
の
生
ま
れ
は
弘
前
で
す
。
健
生
病
院
イ

コ
ー
ル
津
川
武
一
先
生
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
往
診
は
い
も
の
花
咲
く
野
を
過
ぎ
て
」
と
い

う
先
生
の
句
が
あ
り
ま
す
が
、
の
ど
か
な
情
景

が
目
に
浮
か
び
ま
す
。「
津
川
診
療
所
」
時
代
、

枕
元
に
電
話
を
置
い
て
い
た
と
い
う
話
を
聞
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
母
、
そ
し
て
兄
が
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
…
（
略
）

思
い
出
す
健
生
病
院

思
い
出
す
健
生
病
院

青
森
市　

熊
野　

誠
治

　
「
健
康
パ
ズ
ル
」、
小
文
字
が
入
っ
て
い
て
、

な
か
な
か
む
ず
か
し
い
！！　

解
け
た
瞬
間
、

や
っ
た
～
と
満
足
し
ま
す
。

「
健
康
パ
ズ
ル
」

「
健
康
パ
ズ
ル
」平

川
市　

茶
々
丸
君

　
「
読
者
サ
ロ
ン
」
に
懐
か
し
い
名
前
を
見
つ

け
ま
し
た
。
同
じ
紙
面
を
見
て
い
た
の
で
す

ね
。
お
元
気
そ
う
で
な
に
よ
り
で
す
。

懐
か
し
い
名
前

懐
か
し
い
名
前

弘
前
市　

木
村　

裕
子

　

五
所
川
原
支
部
の
新
班
結
成
。
顔
見
知
り
の

人
も
い
て
、
こ
れ
か
ら
一
緒
に
活
動
し
た
り
会

え
た
り
と
、
と
て
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

班
会
活
動
に
期
待

班
会
活
動
に
期
待深

浦
町　

一
戸
千
夏
子

　

読
み
ま
し
た
。
温
暖
化
、
す
ご
く
気
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
今
後
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
…
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
あ
る
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

…
と
て
も
怖
い
で
す
。

「
内
科
か
ら
の
紙
風
船
」

「
内
科
か
ら
の
紙
風
船
」

平
川
市　

さ
き
ち
ゃ
ん
マ
マ

　

Ｈ
Ｐ
Ｈ
（
ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ホ

ス
ピ
タ
ル
）
と
い
う
こ
と
を
初
め
て
知
り
、
と

て
も
素
晴
ら
し
い
活
動
で
あ
る
思
い
ま
し
た
。

健
康
的
な
組
織
に
変
革
し
よ
う
と
し
続
け
る
病

院
で
あ
る
こ
と
に
、
地
域
住
民
と
し
て
誇
り
に

思
い
ま
す
。

放
射
線
科
の
実
践
の
記
事

放
射
線
科
の
実
践
の
記
事

弘
前
市　

外
崎
由
紀
子

　

１
月
29
日
、
つ
が
る
市
の
ロ
マ
ン
荘
で
新
年

会
が
あ
り
ま
し
た
。
長
い
あ
い
さ
つ
に
少
し
う

ん
ざ
り
し
て
い
た
が
、
食
事
会
に
入
っ
た
ら
楽

し
く
て
、
み
な
さ
ま
喜
ん
で
１
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
満
足
で
し
た
。
笑
顔
が
一
番
！！

中
里
支
部
の
新
年
会

中
里
支
部
の
新
年
会

中
泊
町　

加
藤　

則
子

　

今
年
は
本
当
に
雪
が
少
な
い
。
今
か
ら
60
年

前
、
社
会
科
の
先
生
が
、
こ
れ
か
ら
暖
か
く

な
っ
て
、
青
森
で
ミ
カ
ン
が
採
れ
る
よ

う
に
な
る
か
も
、
と
言
っ
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
る
。

青
森
で
ミ
カ
ン
？

青
森
で
ミ
カ
ン
？平

川
市　

工
藤　

孝

　

青
森
県
、
積
雪
ゼ
ロ
で
、
本
当
に
驚

異
で
す
。
桜
の
開
花
、
り
ん
ご
の
花
の

開
花
な
ど
作
物
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
。
色
々
、
心
配
な
年
に
な
り
そ
う
で

す
。

　

異
変
の
多
い
年
？

　

異
変
の
多
い
年
？

つ
が
る
市　

ノ
ン
ち
ゃ
ん

　

少
し
で
も
楽
し
み
、
笑
い
で
脳
を
活

性
化
し
、
パ
ズ
ル
な
ど
で
頭
を
使
う
令

和
の
年
に
し
た
い
。
ボ
ー
と
し
て
い
た

ら
、
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
そ
う
で
す

…
。

　

チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
る
！

　

チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
る
！

五
所
川
原
市　

斉
藤　

春
子

　

病
院
通
い
は
し
て
い
ま
す
が
、
ず
っ

と
自
立
し
た
毎
日
が
送
れ
る
よ
う
、
週
１
回
の

健
康
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　

自
立
し
た
毎
日
目
指
し
て

　

自
立
し
た
毎
日
目
指
し
て

弘
前
市　

Ｋ
．
Ｔ
．

　

前
か
ら
リ
ウ
マ
チ
が
あ
り
、
津
軽
医
院
デ
イ

ケ
ア
に
通
っ
て
い
ま
す
。
次
第
に
耳
が
遠
く
な

り
、
聞
き
づ
ら
く
て
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
と
、

職
員
や
仲
間
た
ち
が
大
き
な
声
で
話
し
か
け
て

く
れ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

感
謝
し
て
い
ま
す

感
謝
し
て
い
ま
す黒

石
市　

工
藤　

み
ち

　

暑
さ
対
策
か
ら
マ
ラ
ソ
ン
が
札
幌
へ
変
更
に

な
っ
て
ア
ラ
ラ
…
と
思
っ
て
い
た
ら
、
今
度
は

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
右
往
左
往
。
地
球
温
暖
化
、

感
染
症
、
農
産
物
、
経
済
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
も
た
ら
す
諸
問
題
は
、
地
球
の
危
機
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

地
球
の
危
機
？

地
球
の
危
機
？

平
川
市　

ノ
リ
ゾ
ウ

　

我
が
家
に
も
受
験
生
が
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ

試
験
で
す
。
今
ま
で
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
き
た
の
で
、
合
格
を
願
う
ば
か
り
で

す
。 合

格
を
願
う
ば
か
り

合
格
を
願
う
ば
か
り

弘
前
市　

ぐ
っ
た
り
母

　

２
０
１
１
年
２
月
、
息
子
の
受
験
で
上
京
。

３
月
、
入
学
手
続
き
中
の
郵
便
局
で
グ
ラ
グ
ラ
。

４
月
、
い
つ
動
く
か
分
か
ら
な
い
新
幹
線
を
あ

き
ら
め
、
機
内
か
ら
見
た
あ
の
景
色
に
は
絶
句
。

都
内
で
は
桜
が
き
れ
い
に
咲
い
て
ま
し
た
。

「
受
験
生
」
で
思
い
出
す
こ
と

「
受
験
生
」
で
思
い
出
す
こ
と

中
泊
町　

新
岡
富
士
子

　

弘
前
の
地
は
大
丈
夫
と
は
思
う
が
、

身
体
に
免
疫
力
を
付
け
、
負
け
な
い
体

力
作
り
を
と
、
怠
け
心
に
活
を
入
れ
、

テ
レ
ビ
体
操
、
散
歩
、
週
３
回
以
上
を

目
標
に
頑
張
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
報
道
に

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
報
道
に

弘
前
市　

秋
桜　

　

子
年
の
私
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
情
報
が
と
び
か
い
、
不
安
が
つ

の
る
こ
の
頃
で
す
。
手
洗
い
、
う
が
い
、

マ
ス
ク
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
食
生
活
を
し
っ

か
り
見
直
し
て
、
毎
日
の
生
活
習
慣
を
大
切
に

の
思
い
を
あ
ら
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

毎
日
の
生
活
習
慣

毎
日
の
生
活
習
慣

弘
前
市　

木
村
瑠
理
子　

　

今
年
の
冬
は
人
生
68
年
で
２
回
目
か

な
？　

37
～
38
年
く
ら
い
前
に
、
１
月

に
積
雪
な
し
で
２
月
か
ら
雪
が
降
っ
た

年
が
あ
っ
た
な
ぁ
～
。

雪
の
無
い
１
月
の
記
憶

雪
の
無
い
１
月
の
記
憶

弘
前
市　

藤
田
ひ
ろ
み　

▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め

て
下
さ
い
。
二
重
の
枠
の
中
に
入
っ
た
文

字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉

に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、

「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」
や
、
日
頃
の
想

い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
を
ご
記
入
下
さ

い
。
お
た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
３
月
12
日
必
着
。
正
解
者
の
中
か

ら
10
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先　
〒
０
３
６

−

８
０
４
５

　
弘
前
市
野
田
２
丁
目
２
の
１

　
津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

　
Ｅ
メ
ー
ル  kenkou

@
r66.7-d

j.com

応
募
方
法

１
日
本
伝
統
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
。
役
者
は
み

ん
な
男
性
で
す

５
Ｌ
Ｄ
Ｋ
と
い
え
ば
、
―
―

―
―
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
キ

ッ
チ
ン
の
こ
と

７
片
目
を
つ
ぶ
っ
て
す
る
目

配
せ
。ア
イ
ド
ル
が
よ
く

し
ま
す

９
囲
碁
で
使
う
道
具
の
一
つ
。

碁
盤
の
上
に
こ
れ
を
置
い

て
陣
地
を
広
げ
て
い
く

２
イ
ナ
ダ
→
ワ
ラ
サ
→
―
―

３
桃
太
郎
が
腰
に
つ
け
て
い

る
食
べ
物
と
言
え
ば

４
朝
起
き
た
ら
つ
い
て
い
る

髪
の
癖
の
こ
と

６
一
日
の
暮
れ
の
頃
、
空
を

赤
く
染
め
て
沈
ん
で
い
く

太
陽
の
こ
と
を
こ
う
呼
び

ま
す

８
出
る
―
―
は
打
た
れ
る

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

1

6

7

2

5

3

9

8

4

《ヒント》（５文字）
＿＿＿＿＿の日。

長かった冬ももう終わり

第
689
号
（
２
／
１
付
）
パ
ズ
ル
の

正
解
「
ジ
ュ
ケ
ン
セ
イ
＝
受
験
生
」

1

5

6

2

7

4

3

セ

シ
ジ
ミ

ツ
イ
シ
ン

ク

ユ

ホ

カ
ン
ジ
ン

カ
イ
キ

ケ
　

正
解
者
多
数
の
た
め
、
抽
選
で

次
の
10
名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

差
し
上
げ
ま
す
。　

（
敬
称
略
）

（
弘　

前　

市
）　

大
沼　

和
子

　

中
澤　

キ
ヨ

　

中
田　

智
子

（
青　

森　

市
）　

鎌
田　

敏
子

　

對
馬　
　

晃

（
黒　

石　

市
）　

渡
辺
久
美
子

（
平　

川　

市
）　

一
戸　

陽
子

（
藤　

崎　

町
）　

新
谷　

昭
子

（
板　

柳　

町
）　

佐
々
木
栄
治

（
中　

泊　

町
）　

加
藤　

則
子 組合員バスに関するお問い合わせは 生協本部 ☎0172-33-7515 または 組織部 ☎0172-35-8933 まで
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楽しい お料理楽しい お料理
☆献立紹介…
健生病院
管理栄養士

柳谷　愛美

菜 の 花 の そ ぼ ろ ご 飯

１人分当たり　エネルギー432kcal　塩分1.4ｇ

＜材料（２人分）＞

米１合　菜の花１/２束　塩少々

豚ひき肉100ｇ　生姜のすりおろし

少々

【A】醤油大さじ１　砂糖大さじ１/２　
みりん１/２

卵１個　砂糖小さじ１

みりん小さじ１　油小さじ１

＜作り方＞

❶米をといで、普通の水加減で炊飯す
る。

❷菜の花は葉とつぼみ、茎に切り分け
る。熱湯に塩を入れ、茎から茹で40秒

後、葉とつぼみを入れて30秒茹でる。

ざるにあげて水気を切り１㎝幅に切る。

❸フライパンに【A】を合せて煮て、少
し煮詰めてからひき肉を加える。生姜

のすりおろしを加え、ひき肉をほぐし

ながら煮汁がほとんどなくなるまで煮

る。

❹ボウルに卵、砂糖、みりんを入れて
よく混ぜ合わせる。油をひいたフライ

パンに入れ、弱火のまま菜箸３～４本

で混ぜながらそぼろ状にする。

❺炊き上がったご飯に❷～❹を加えて
さっくり混ぜ、茶碗に盛りつけて完成。

　「通所リハビリテーション」が健生クリニック

にあることを知っていますか。場所はクリニック

入口とは分かれていて、反対側に入口がありま

す。入院のあとリハビリの必要な方などが利用す

る施設です。

　ここでボランティアをしているのは、

「なでしこの会」の６人です。主に３～

４人で平日の朝９時頃から12時過ぎま

で、無理のないよう都合のよい日に分担

し、専門スタッフの手助けをしていま

す。なかには、習字の実習の日や、歌声

喫茶のような日もあり、その日には専門

の方もボランティア。取材した日の３人

は、中澤さん、奈良さん、山内さん。ほ

かにも笹森さんなどが支えています。

テキパキと介助

　朝は、リハビリに来ている方の出迎

え、着替え、はきものの整理から始まり、車いす

対応や雪を払ったり床掃除、夏は落ち葉掃除もあ

ります。利用者が着席すれば、お茶や水の用意も。

　お風呂を利用した方にはドライヤーで乾かした

りします。昼前には食事の配膳で大忙し。四方八

方に目配りをして、テキパキと動いていますが、

疲れは見せません。利用者のみなさんともやさし

い会話のやりとりが。その後、食事の終わった方

からタイミングよくお膳を下げます。

　みなさん、新病院に変わる前からで、近くなっ

た人も、遠くなった人もいます。でも、介護の仕

事はやりがいがある、アテにされているので期待

を裏切れない、家族の理解があるから続けていけ

る、と仕事を終えて弁当を食べながら、明るい笑

顔を見せていました。

　「ボランティアの輪が大きく広がること、望ん

でま～す！」

� （編集部）

リハビリの方によりそって

通所リハビリテーション

Vol.4健生クリニック
通所リハビリテーション

ボランティアの会紹介

なでしこの会

お風呂のあとのお手伝いお風呂のあとのお手伝い お膳を下げますお膳を下げます

今日は３人です今日は３人です

看護師・准看護師 募集
５月 23 日　土曜

5 月８日（金）必着

6 月 19 日（金）必着

８月 7 日（金）必着

採用選考日

出願〆切日 ７月４日　土曜

８月 22 日　土曜

看護職員
就職説明会
４月 25 日（土）

午後２時開催（受付 1：30 ～）
場所　健生病院　会議室

2020年


